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■

観
光
協
会
会
長
な
ど
百
五
十
名
が
参
列

　

陸
軍
大
臣
、
参
謀
総
長
な
ど
を
つ
と
め
た

山
口
県
徳
山
出
身
の
児
玉
源
太
郎
は
、
第
四

代
台
湾
総
督
と
し
て
民
政
長
官
に
後
藤
新
平

を
起
用
し
、
台
湾
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
力
を

尽
く
し
た
こ
と
で
台
湾
の
教
科
書
に
も
そ
の

名
前
が
記
さ
れ
、
今
で
も
台
湾
の
人
々
か
ら

慕
わ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
年
）
七
月
二
十
三
日
、
五
十
四
歳
で
急
逝

し
て
い
る
。

　

歿
後
百
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
今
年
の
七

月
二
十
三
日
、
児
玉
を
ご
祭
神
と
す
る
神
奈

川
県
江
の
島
の
児
玉
神
社
に
お
い
て
、
そ
れ

を
記
念
す
る
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

　

児
玉
神
社
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）

の
ご
創
建
で
、
山
口
の
児
玉
神
社
よ
り
五
年

も
早
く
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
創
建
の
議
が

起
こ
っ
た
と
き
、
多
く
の
台
湾
の
人
々
の
奉

賛
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
御み
や

社し
ろ

で
あ
る
。
そ

の
社
殿
や
神か

楽ぐ
ら

殿で
ん

は
台
湾
の
阿
里
山
檜
で
造

ら
れ
、
神
楽
殿
の
前
に
あ
る
狛
犬
も
ま
た
台

湾
・
台
北
の
観
音
山
か
ら
切
り
出
し
た
観
音

石
を
用
い
て
台
湾
の
名
工
が
製
作
し
た
も
の

で
あ
り
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
十
一

月
に
第
十
三
代
台
湾
総
督
の
石
塚
栄
蔵
が
奉

献
し
て
い
る
。

　

例
大
祭
で
は
李
登
輝
前
総
統
の
揮
毫
に
な

る
扁
額
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
る
と
の
こ
と

で
、
藤
沢
市
観
光
協
会
の
二
見
幸
雄
会
長
や

藤
沢
市
議
会
の
国
松
誠
議
長
な
ど
藤
沢
市
の

要
人
や
、
神
奈
川
日
華
親
善
協
会
の
酒
井
麻

雄
会
長
、
日
本
高
座
会
の
呉
春
生
会
長
ら
地

元
関
係
者
、
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
か

ら
は
許
世
楷
代
表
代
理
の
黄
冠
超
氏
、
本
会

か
ら
は
小
田
村
四
郎
会
長
、
柚
原
正
敬
常
務

理
事
、
石
川
公
弘
神
奈
川
県
支
部
長
、
同
支

部
役
員
、
台
湾
か
ら
の
留
学
生
な
ど
約
百
五

十
名
が
参
列
し
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

午
後
一
時
少
し
前
、
祭
主
の
山や
ま

本も
と

白し
ら

鳥と
り

宮

司
以
下
、
ご
奉
仕
の
斎
員
が
社
務
所
か
ら
神

楽
殿
へ
の
参
道
に
歩
を
進
め
る
。
降
っ
た
り

止
ん
だ
り
し
て
い
た
雨
が
上
が
り
、
山
本
宮

司
が
厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か
に
祝の
り
と詞
を
奏
上

し
は
じ
め
る
と
、
陽
射
し
が
差
し
込
ん
で
き

た
。
ま
た
、
荘
重
な
雅
楽
が
奏
で
ら
れ
る

中
、
小
田
村
会
長
ら
参
列
者
が
玉
串
を
奉ほ
う

奠て
ん

し
て
い
る
と
、
近
く
の
木
々
に
動
く
小
動
物

の
影
が
あ
り
、
よ
く
見
る
と
な
ん
と
台
湾
リ

ス
だ
っ
た
。

■

金
泥
に
光
り
輝
く
扁
額

　

一
時
間
ほ
ど
で
式
典
が
終
わ
り
、
い
よ
い

よ
李
登
輝
前
総
統
の
揮
毫
に
な
る
「
兒
玉
神

社
」
扁
額
の
除
幕
式
だ
。

　

扁
額
は
社
頭
参
拝
す
る
神
楽
殿
正
面
の
棟

木
の
と
こ
ろ
に
白
布
で
覆
っ
て
掲
げ
ら
れ
て

藤
沢
市
は
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
改
訂

児
玉
神
社
の
例
大
祭
で
李
登
輝
前
総
統
揮
毫
の
扁
額
除
幕
式

本
誌
編
集
部

扁額と山本宮司
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い
た
。
山
本
宮
司
、
小
田
村
会
長
、
草く
さ

開
び
ら
き

省し
ょ
う

三ぞ
う

・
日
台
交
流
教
育
会
事
務
局
長
、
石

川
支
部
長
、
二
見
観
光
協
会
会
長
、
国
松
議

長
の
六
名
が
赤
と
白
の
紐
を
引
く
と
、
金
泥

に
光
り
輝
く
扁
額
が
燦
然
と
現
れ
た
。
参
列

者
か
ら
は
「
ホ
ー
」
と
い
う
た
め
息
と
と
も

に
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
神
楽
殿
前

は
カ
メ
ラ
を
撮
る
人
々
で
埋
ま
っ
た
。

　

山
本
宮
司
は
李
登
輝
前
総
統
が
扁
額
を
揮

毫
さ
れ
た
の
は
本
会
の
柚
原
事
務
局
長
の
仲

介
に
よ

る
こ
と

を
紹
介

し
、
こ

の
節
目

の
年
に

ご
縁
深

い
李
登

輝
前
総

統
に
揮

毫
い
た

だ
い
て

除
幕
式

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
意
義
を
強
調
し
て
、

謝
意
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
小
田
村
会
長
ら
除
幕
式
を
執
り

行
わ
れ
た
方
々
が
次
々
に
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
が
、
こ
の
中
で
、
小
田
村
会
長
は
児
玉
源

太
郎
の
生
地
で
あ
る
山
口
県
周し
ゅ
う

南な
ん

市
（
旧

徳
山
市
）
の
児
玉
神
社
で
も
こ
の
日
に
例
大

祭
が
行
わ
れ
て
い
て
、
や
は
り
李
登
輝
前
総

統
が
「
活こ
う

氣き

長ち
ょ
う

存ぞ
ん

」
と
揮
毫
さ
れ
た
顕
彰

石
碑
の
除
幕
式
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
酒
樽
が
割
ら
れ
て
参
列
者
に

樽
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
中
、
神
楽
殿
に
て
雅

楽
道
友
会
に
よ
る
舞
楽
「
蘭
陵
王
」
が
演
じ

ら
れ
、
午
後
三
時
、
す
べ
て
の
式
典
は
つ
つ

が
な
く
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
本
宮
司
や
責
任
役
員
、
総
代

の
方
々
な
ど
児
玉
神
社
関
係
者
と
小
田
村
会

長
ら
は
別
に
設
け
ら
れ
た
直な
お

会ら
い

（
懇
親
会
）

会
場
に
移
動
し
、
夕
刻
ま
で
例
大
祭
と
扁
額

除
幕
式
の
盛
会
を
寿
い
だ
。

■

藤
沢
市
が
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
改
訂

　

余
談
に
な
る
が
、
藤
沢
市
観
光
課
と
同
協

会
が
作
成
し
て
無
料
で
配
布
し
て
い
る
「
江

の
島
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
」
に
、
児
玉
神
社
の

記
載
は
な
い
。「
後
藤
新
平
の
詩
碑
」
解
説
の

中
に
「
参
道
の
左
手
に
あ
る
児
玉
神
社
の
奥

に
は
」
と
い
う
箇
所
に
か
ろ
う
じ
て
記
載
し

て
あ
る
程
度
だ
。
そ
の
解
説
は
、
後
藤
新
平

の
事
績
は
と
も
か
く
、
後
藤
は
「
児
玉
源
太

郎
と
は
、
満
州
で
親
交
を
深
め
た
と
伝
え
ら

れ
」
と
誤
記
さ
れ
て
も
い
た
。

　

こ
れ
に
気
づ
い
た
の
が
、
児
玉
神
社
を
参

拝
し
た
神
奈
川
県
支
部
の
役
員
の
方
々
だ
っ

た
。
そ
こ
で
早
速
、
本
部
の
柚
原
事
務
局
長

が
記
述
を
正
す
べ
く
長
文
の
文
書
を
草
し
て

訂
正
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
着
い
た
直
後

く
ら
い
に
観
光
協
会
か
ら
連
絡
が
入
り
、
ち

ょ
う
ど
改
訂
作
業
に
入
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
、
児
玉
神
社
と
も
相
談
し
て
改
訂
し
た
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

あ
ま
り
に
も
素
早
い
対
応
に
驚
か
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
ご
神
徳
で
あ
り
、
節
目
の
年
に

ふ
さ
わ
し
い
と
、
山
本
宮
司
や
神
奈
川
県
支

部
の
方
々
と
喜
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

例大祭には本会からも大勢駆けつけた（７月23日）


